
【主催】特定非営利活動法人沖縄人財クラスタ研究会 【ＨＰ】 http://human-okinawa.org/ 
 

メール・ＦＡＸ・ＦＢでのお申込内容のご記入、振込先口座情報など、詳しくは当チラシ裏面をご参照ください。    

おもちゃのブロックを活用し 

理念を共有化する５時間 
 

～ Vision（理念）共有型の強くて柔らかい組織をつくるために～  

開 催：2011年11月23日（祝） 
 

時 間：13:00～18:00（12:30開場） 
 

場 所：沖縄産業支援センター小会議室 
 

定 員：20名（ﾒｰﾙ、FAX、FBでお申込み） 
 

費 用：12,600円（事前振込） 
 

連 絡：090-9160-1328 (担当・白井） 
    junshirai75@gmail.com 

 

こんなあなたにオススメ♪ 
 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

＜プログラムイメージ＞  
□ なぜ「おもちゃ」が社会人教育に有効なのか？ 

 
□ Ｇ－ＰＤＣＡサイクルを新入社員に理解させるには？ 

 
□ 時代にあった新しい組織の形（働き方）を創るには？ 

 
□ メンターカードの役割（やる気・元気・気づき）とは？ 
 
□ My Project を Our projects に変えていく仕組みとは？ 

 
                   and more… 
 

プログラムご紹介♪ 
 

  
 

900-0013 沖縄県那覇市牧志３-２-10 那覇市ぶんかテンブス館３階 那覇市ＮＰＯ支援センター内 

□ 新入社員研修でリーダー候補を育てたい。 
 

□ 企業内の人材育成メニューに悩んでいる。 
 

□ 社内のコミュニケーションが悪化している。 
 

□ 組織内の意思疎通が図れていない気がする。 
 

□ 中間管理職の育成方法に打開策が見いだせない。 
 



※個人情報の取扱いについて：ご記入頂きました個人情報につきましては、当社サービスの案内やセミナー開催に関する情報を提供する 

   以外の目的では利用いたしません。また、登録情報は厳重に管理し、第三者に開示することは一切ございません。 

 
【お申込】 
 下記セミナー受講申込書内容をご記入のうえ、メール・ＦＡＸ・ＦＢのいずれかにてお申込みください。 
 後日、入金方法などを記載したメールをお送りいたします。受講料は、11月18日までにお振込ください。 
 

【受講料】＠ 12,600円（税込） 
 

【振込先】沖縄銀行 本店（１０１） 普通２３２６３１７ 特定非営利活動法人沖縄人財クラスタ研究会 
 

【問合せ】特定非営利活動法人沖縄人財クラスタ研究会 代表理事 白井 旬 

TEL：098-858-5771    携帯：090-9160-1328    メール： junshirai75@gmail.com 

 
申込先 ＦＡＸ 【098-858-5771】 送付状は丌要です。そのまま、ご送信ください。 ＜セミナー受講申込書＞ 

会社名 ※正式名称をご記入下さい。 会社所在地（    －    ） 

ご連絡担当者 
 
お名前：        部署・役職名：                        

ＴＥＬ： 

ＦＡＸ： 

E-mail ： 

受講者名（フリガナ）           （年齢）               所属部署名 役職名 

（   歳）               

（   歳）               

◆講師プロフィール 白井 旬 （しらい じゅん） 

◆ 2011年11月23日（祝）開催 おもちゃのブロックを活用し、理念を共有化する５時間。   

            

 

 兵庫県神戸市出身（沖縄県那覇市在住） １９７３年生まれ。 

１９９５年より旅行会社のエイチ・アイ・エスにて勤務。２００１年よりＩＴ系ベンチャー企業に転職し沖縄支社長を務
める。 本体が黒字倒産により会社は消滅するが 「あなたにしか出来ない仕事がある」と沖縄県内のマ ネジメント
層に進言され、 ２００８年より沖縄の人材育成と地域活性化を中心とした特定非営利法人沖縄人財クラスタ研
究会を立ち上げ活動中。株式会社チャオ沖縄代表取締役社長、株式会社海邦総研経営企画部プロジェクトマ
ネージャー、国立大学法人琉球大学非常勤講師などを兼任。２０１１年９月には沖縄初開催となるドリームプラ 
ンプレゼンテーション沖縄大会２０１１を実施。 
 

◆受講生の声 （過去実施データ） 
 

・スタッフ同士のコミュニケーションを、もっと意識をしながら促していく必要があると痛感しました。 
・おもちゃを使ったコミュニケーションゲームは、実践的であっという間に時間が経過してしまいました。 
・友人や家族との会話においても、相手が理解しやすい表現を習慣づけることが業務に役立つと感じた。 
・スタッフそれぞれが持っているVisionを共有化することが、企業にとっても有効な手法だとわかりました。 
・自分の知識や情報を伝える以前に、相手の持っている知識や情報を理解することが大切だと気付きました。 

 
 
 

 


